
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
県
行
政

が
種
子
生
産
に
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
、
関
連
予

算
や
人
員
体
制
を
恒
久
的

に
措
置
す
る
た
め
、
主
要

農
作
物
の
種
子
生
産
に
か

か
る
県
条
例
の
制
定
を
求

め
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
採
択

■
意
見
書
第
４
号

趣
旨

　今
後
も
県
行
政
が

種
子
生
産
に
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
、
行
政
と
し

て
継
続
的
な
対
応
を
措
置

す
る
た
め
、
主
要
農
作
物

の
種
子
生
産
に
か
か
る
県

条
例
の
制
定
を
求
め
る
も

の
で
す
。全

員
賛
成
で
採
択

提
出
先

滋
賀
県
知
事

国
に
お
い
て
主
要
農

作
物
種
子
法
を
廃
止
す
る

法
案
が
可
決
・
成
立
し
、

平
成
30
年
４
月
１
日
に
種

子
法
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
県
行
政
は

同
法
に
基
づ
き
高
品
質
な

原
種
・
原
原
種
の
生
産
・
供

給
等
を
担
い
、
本
県
の
主

要
農
作
物
で
あ
る
水
稲
、

麦
及
び
大
豆
の
安
定
生
産

や
品
質
向
上
に
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ

り
、
地
域
農
業
の
振
興
に

大
き
な
貢
献
を
し
て
き
ま

し
た
。

■
請
願
第
３
号

趣
旨

　種
子
法
の
廃
止
を

受
け
て
、
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
県
が
基
本
要
綱

を
制
定
し
、
県
内
で
は
要

綱
に
基
づ
く
種
子
生
産
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

一
部
の
府
県
に
お
い
て
種

子
生
産
に
係
る
業
務
を
外

部
に
移
管
す
る
方
針
が
示

さ
れ
、
価
格
上
昇
や
品
質

低
下
な
ど
、
将
来
的
に
優

良
な
種
子
の
安
定
供
給
に

■
意
見
書
第
２
号

陸
上
自
衛
隊
饗
庭
野
演
習

場
で
の
実
弾
射
撃
訓
練
の

中
止
を
求
め
る
意
見
書

高
島
市
の
陸
上
自
衛

隊
饗
庭
野
演
習
場
で
２
０

１
８
年
11
月
14
日
午
後
、

演
習
場
外
の
国
道
３
０
３

号
に
、
陸
自
信
太
山
第
37

普
通
科
連
隊
の
発
射
し
た

81
㎜
迫
撃
砲
弾
が
着
弾
す

る
と
い
う
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
事
件
が
発
生
し
た
。

高
島
市
民
の
運
転
す
る

自
動
車
の
数
十
メ
ー
ト
ル

近
く
に
着
弾
し
、
そ
の
炸

裂
し
た
砲
弾
が
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
片
を
破
裂
、
さ
ら
に

そ
の
破
片
が
自
動
車
後
部

の
窓
を
突
き
破
り
、
一
歩

間
違
え
ば
被
弾
・
殺
傷
の

恐
れ
が
あ
っ
た
。

陸
自
幕
僚
長
の
説
明
で

は
、
煙
の
位
置
や
飛
翔
音

か
ら
、
着
弾
域
が
目
標
の

北
側
に
大
き
く
そ
れ
て
い

る
の
は
分
か
っ
て
い
た
が
、

訓
練
は
続
行
し
た
と
さ
れ
、

事
件
の
原
因
は
誤
射
に
よ

る
も
の
と
さ
れ
た
。

饗
庭
野
演
習
場
で
は
、

２
０
１
５
年
７
月
の
保
坂

地
区
民
家
へ
の
重
機
関
銃

弾
が
民
家
を
直
撃
す
る
事

件
が
起
き
た
。
そ
の
際
に
、

高
島
市
と
陸
自
が
安
全
対

策
に
関
す
る
覚
書
を
締
結

し
、
実
弾
射
撃
訓
練
が
再

開
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

覚
書
に
は
、
問
題
が
発
生

し
た
場
合
、
陸
自
が
市
な

ど
に
速
や
か
に
通
報
す
る

こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
た
が
、

今
回
の
事
故
で
は
、
市
へ

の
報
告
は
発
生
後
４
時
間

後
で
あ
っ
た
。
饗
庭
野
演

習
場
で
は
、
ほ
ぼ
毎
日
の

よ
う
に
訓
練
が
行
わ
れ
て

お
り
、
周
辺
住
民
の
安
心
・

安
全
、
生
命
と
く
ら
し
を

危
険
に
脅
か
し
て
い
る
こ

と
は
今
回
の
事
件
を
み
て

も
明
ら
か
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
陸
上
自
衛
隊

饗
庭
野
演
習
場
で
の
実
弾

射
撃
訓
練
の
中
止
を
強
く

求
め
る
。賛

成
少
数
で
否
決

■
意
見
書
第
３
号

日
米
地
位
協
定
の
改
定
を

求
め
る
意
見
書

わ
が
国
に
は
、
日
米
安

全
保
障
条
約
と
日
米
地
位

協
定
に
基
づ
く
米
軍
施
設
、

基
地
が
30
都
道
府
県
に
１

２
８
施
設
、
約
9
8
0
㎢

に
わ
た
っ
て
存
在
し
て
お

り
、
2
0
1
7
年
度
末
で

は
、
米
軍
専
用
施
設
は
13

都
道
府
県
に
78
施
設
、
２

６
４
㎢
に
も
お
よ
ん
で
い

ま
す
。

特
に
沖
縄
は
日
本
の
米

軍
基
地
の
74
%
が
集
約
さ

れ
て
お
り
、
騒
音
や
落
下

物
被
害
、
米
軍
兵
に
よ
る

不
祥
事
、
米
軍
基
地
に
お

け
る
環
境
保
護
な
ど
の
多

く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

日
米
地
位
協
定
は
、
日

米
の
安
全
保
障
体
制
や
わ

が
国
の
社
会
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
1
9
6
0
年
締

結
以
来
、
一
度
も
改
正
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
米
軍
基

地
か
ら
派
生
す
る
事
件
、

事
故
か
ら
国
民
の
生
命
、

財
産
と
人
権
を
守
る
た
め

に
も
現
状
の
改
善
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

よ
っ
て
国
会
、
政
府
に

お
い
て
は
次
の
措
置
に
つ

い
て
万
全
を
期
す
よ
う
に

強
く
要
請
し
ま
す
。

国
は
国
民
の
生
命
、
財

産
と
人
権
を
守
る
立
場
か

ら
、
米
軍
基
地
を
め
ぐ
る

諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て

環
境
条
項
新
設
も
含
め
日

米
地
位
協
定
を
改
定
さ
れ

る
こ
と
。全

員
賛
成
で
採
択

提
出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
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書


